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東京都／首都交通対策協議会  

資料１ 



 

都民のみなさん、こんにちは。東京都知事の小池百合子です。都内では、高齢者が交通事

故の当事者となることが多く、特に高齢ドライバーが起こす事故の防止対策は、都の重要課

題となっています。 運転される方には、体調の優れない時には運転を控えるとともに、先

進安全技術を搭載した「セーフティ・サポートカーＳ」の利用も 

お勧めします。運転に自信がなくなった方、家族から運転が心配 

と言われた方は、一度都内の警察署に相談してみましょう。 

運転免許の自主返納など的確なアドバイスがもらえると思います。  

悲惨な交通事故を無くして、世界一の交通安全都市ＴＯＫＹＯを、 

一緒に実現していきましょう。 

運転免許を自主返納された方は、その日から５

年以内であれば運転経歴証明書を申請すること
ができます。65歳以上の高齢者の方は、運転

経歴証明書を高齢者運転免許自主返納サポート
協議会に加盟している施設などでご提示いただ

くと、様々な特典が得られます。東京都では、
今後も特典の拡充を図り、運転免許を返納した

後も生活が不便にならないよう取組んでまいり
ます。 



 

 

 

  

路外施設に入るため歩道を横切るときは、必ず一時停止しなければいけません。 

交差点を右折するときは、直進車・左折車が優先です。 

歩行者の側方通過時は、安全な間隔をとり、徐行しなければいけません。 

歩道・路側帯と車道の区別のある道路では、車道を通行しなければいけません。 

車両等は、夜間道路を通行するときは、前照灯等をつけなければいけません。 

道路交通法第 37条（以下、「法」といいます。）には、「車両等は、交差点で右折する場合
において、当該交差点を直進し、又は左折しようとする車両等があるときは、当該車両等の
進行妨害をしてはならない」と規定されています。先を急ぐ場合でも、対向から車が来てい
ないかをしっかり確認して、安全を確認してから右折してください。 

法第 18条には、「…歩道と車道の区別のない道路を通行する場合その他の場合において、
歩行者の側方を通過するときは、これとの間に安全な間隔を保ち、又は徐行しなければなら
ない」と規定されています。自動車が接近していることに気付いていない歩行者もいること
も考えられますので、歩行者の動きをよく確認して通行してください。 

法第 17条には、「車両は、歩道又は路側帯と車道の区別のある道路においては、車道を通
行しなければならない…」と規定されています。前方に右折する車がある場合など、路側帯
に車体を乗り入れてしまいがちですが、路側帯は歩行者等が安全に通行するための場所です
ので、先を急いでいても、車道上の進路が空いてからを通行してください。 

法第 17条第 2項には、「車両は、歩道等に入る直前で一時停止し、かつ、歩行者の通行を
妨げないようにしなければならない」と規定されています。歩道を横切って駐車場などの路
外施設に入る場合には、確実に一時停止してください。 

法第 52条には、夜間（日没時から日出時までの時間）、前照灯、車幅灯、尾灯その他の灯
火をつけなければならないとされています。無灯火のままだと相手からの発見が遅れたり、
停車していることに気付くのが遅れる原因となり、事故を誘発する可能性がありますので、
夜間は灯火類が点灯しているか確認してください。 

横断禁止 

 視野が狭くなることで無防備な状態になります。スマートフォンの操
作に夢中になるあまり、人や物にぶつかるおそれがあるばかりでなく、
とっさの反応が遅れ、予想外の怪我につながることがあります。 



 

都民安全推進 
http://www.tomin-anzen.metro.tokyo.jp/kotsu/ 

令和元 

令和元 

都 民 安 全 推 進 本 部 

総合推進部 

人 

信号が青でも、左右の安全を確かめさせましょう。 

受けられます。 

また、飛び出しや路上遊戯の危険性を具体的に教えるとともに、正しいルールについて大人が手本を示しましょう 。 

また、飲酒運転のおそれのある人に対する車両等や酒類を提供する行為、 
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